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はじまり
　昔からスポーツが苦手だった。否、嫌いと
言っても過言ではない。体育の時間が本当に
しんどくて、「次生まれ変わったらスポーツが
ない星に生まれたい」なんて思っていた。そ
んな私には、９歳の息子がいる。彼は、先天
的に視覚障害を持って生まれたため、目が見
えない。するとどうなるか。親子で公園に行っ
ても、できるスポーツがないのだ。他の親子
がサッカー、バドミントン、縄跳びに野球と
楽しむ中、我々親子はただただレジャーシー
トに座っているだけ。はたと思った。我々が
スポーツから疎外されているのは、我々のせ
いではなく、社会の方に問題があるのではな
いか。ならばと逆転の発想で、私や息子が活
躍できるスポーツをゼロからつくればいいの
ではないか。そう思い立ち、2015年４月10日
に「世界ゆるスポーツ協会」なる団体を仲間
たちと立ち上げた。

「ゆるスポーツ」
　「ゆるスポーツ」とは「年齢・性別・運動神
経・障害の有無にかかわらず、誰もが笑いな
がら楽しめるスポーツ」のことだ。「老若男女
健障スポーツ」と呼ぶこともある。件の「世

界ゆるスポーツ協会」とは、ゆるスポーツを
つくるクリエイター集団である。設立から７
年が経ったが、開発したスポーツは100競技以
上、参加者数も20万人を超えた。今では多く
のメディアに取り上げられ、数々の企業とも
連携しながら、動きを加速させている。では、
どんなゆるスポーツがあるのか。一番初めに
開発したのが「ハンドソープボール」である。

　これは、ハンドボールが元になっている競
技だ。違いは、専用のスポーツ用ハンドソー
プ（ツルツル）を使用すること。試合前にプ
レイヤーは「スターティング・ソープ」を手
につける。試合中もボールを落としたり反則
を犯すと「アディショナル・ソープ」をつけ
なければいけない。すると、みんなボールを
丁寧に扱うようになる。ボールスピードが落
ちる。能力がフラット化される。体験会を開
くと子供からお年寄りまで幅広い年齢の方々
が集まる。
　「イモムシラグビー」は、専用のイモムシウェ
アを着用してプレイする「足を使ってはいけ
ないラグビー」。這ったり転がったり、イモム
シ気分を楽しみながらまったりと動く。
　タッチラグビーの要素を盛り込んでおり、
ボールを持っているプレイヤーが相手プレイ

　「年齢・性別・運動神経・障害の有無にかかわらず、誰もが笑いながら楽しめる」ゆるスポーツ（老若男女
健障スポーツ）。企業や自治体とも連携した取り組みが広がっており、メディアにも多く取り上げられるよう
になりました。
　今回は、ゆるスポーツの成り立ちや世界への展開、活動を通じて得た想いを、世界ゆるスポーツ協会代表理
事の澤田智洋氏にご寄稿いただきました。

スポーツ弱者を、世界からなくす。 
―ゆるスポーツの挑戦―

世界ゆるスポーツ協会 代表理事
澤田 智洋
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ヤーに触れられると３秒以内にパスしなけれ
ばいけない。加えて、３タッチされると相手
ボールとなる。これなら従来のラグビーのよ
うな「激しい接触」がないので、誰もが楽し
くプレイできる。もう一つこの競技の特徴は、
足に障害がある方でも楽しめること。実は開
発の起点になったのは、二分脊椎で車いすに
乗って生活する友人である。彼の家に遊びに
行ったところ、車いすは玄関に置いて、這っ
て生活していた。「ちょっとお茶とってくるね」
なんて言ってスイスイと猛スピードでフロー
リングを進む彼を見て、「この動作が活きるス
ポーツがあれば、彼らが健常者と言われてい
る人に勝てるのでは」と閃いた。仮説は的中。
開発直後のトライアルで、車いすの友人は他
の参加者を圧倒し、大活躍した。

「ゆるスポーツ」×自治体
　最近では自治体から、「新しいスポーツをつ
くってほしい」と依頼されることも増えてい
る。食、自然、人。地方には、まだPRしきれ
ていない魅力がたくさんある。しかし、例え
ば外部団体に委託してPR動画を制作しても、
一過性のバズに終わったり、地域に住んでい
る市民の意見がそこには反映されていないた
め、せっかくお金と時間と手間をかけて制作
したものがレガシーとして定着しないことが
多い。では何故私たち世界ゆるスポーツ協会
に、スポーツ開発のお願いがくるのか？富山
県氷見市と開発した「ハンぎょボール」を例
に見てみよう。この競技は１年ほどの開発期
間を経て、2018年に誕生したスポーツだ。プ
レイヤーは脇にブリ（のぬいぐるみ）を抱え
てプレイする。パスやシュートは、ブリを挟
んでいる方の手で行わなければならない。不
自由である。なおかつ、シュートを決めるご
とに脇のブリをひと回り大きいものへと変え
なくてはいけない。益々不自由だ。ブリは出

世魚なので、その特性をスポーツのルールに
盛り込んでいる。

　では何故氷見市とこのようなスポーツを開
発したか？理由は大きく三つある。一つ目は、
スポーツというある種のメディアを活用して、
地域の魅力をPRすることだ。そもそも「ブリ」
も「ハンドボール」も氷見市の魅力である。
この２点をスポーツ化することで、かつてな
い角度から情報発信をすることが狙いだ。事
実、ハンぎょボールはこれまで多くのメディ
アで取り上げられ、Twitterでも60万回近く動
画が再生された。二つ目の理由は、地域住民
が自発性を持って開発に参加することができ
るからだ。実は「スポーツの発明」とは誰で
もできる。子どもの頃を思い出すと、誰もが
公園で、学校で、今あるルールをちょっと変
えながら遊んだ経験があるのではないだろう
か。だからこそゆるスポーツ開発の現場では、
地域の方々を主役にする。有識者やクリエイ
ターだけではない。学生や主婦の方、ご高齢
の方も含め、多様な方に集まっていただき、「新
たなチーム」となり、地域の魅力がぎゅっと
詰まったスポーツを対話しながら開発してい
く。そして三つ目の理由は、開発されたスポー
ツが、一過性ではなく運営次第では地域に長
く根づくものになりえるからだ。ハンぎょボー
ルの場合は、定期的に氷見市で大会が開催さ
れたり、学校の授業に盛り込まれたり、グッ
ズが売られたりしている。新しいスポーツが、
新しい文化になっていく。つくって終わりで
はなく、つくってから始まるのがスポーツ開
発なのである。
　この他、神奈川県では「横浜ゆるスポーツ
協会」を設立し、継続的に「横浜らしい」ス
ポーツを生み出したり、石川県の「小松ゆる
スポーツ協議会」も福祉領域を中心に独自の
スポーツを開発し続けている。その他熊本、
鳥取、徳島など、数えきれないほど多くの地
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域と一緒に活動をしてきた。2019年からは「ご
当地ゆるスポーツアワード」を開催し、「みな
さまが考える、地域/地元の魅力が詰まったス
ポーツアイデアを募集しています」と呼びか
けたところ全国から素晴らしいアイデアが集
まった。初回大会で優勝したスポーツは「ア
ブウド採らず」。限界集落の壁に直面する富山
県南砺市利賀村を盛り上げようと開発された。
ご当地ゆるスポーツの活動はこれからも益々
発展していくと予想をしている。

「ゆるスポーツ」×世界
　ところでお気づきでしょうか。私たちの団
体名に「世界」という言葉がついていることを。
そう、ゆるスポーツは発足当初から「日本か
ら世界へ」新しいスポーツ文化を発信・定着
させることを目的として設立された。何故な
ら、近代スポーツとは、イギリスを中心とし
たヨーロッパ諸国、あるいは野球やバスケッ
トボールを生み出したアメリカを中心に発展
してきたからだ。柔道をはじめ、日本から始
まった個別のスポーツももちろんあるが、ス
ポーツの大きな潮流自体は海外で生み出され
た。私たちには、この流れに一石を投じ、日
本ならではのスポーツ文化を生み出したいと
いう野望がある。勝算は二つ。
　一つ目は、加速する超高齢社会という社会
背景。この状況を憂うだけではなく、歳を重
ねても生き生きと暮らすことができる社会を
世界に先がけてつくってしまえばいい。その
ためにスポーツという要素は、健康面でも孤
独対策という意味においても必須だ。高齢に
なっても楽しめるスポーツを日本でたくさん
つくっておく。そして、他国が高齢化していっ
たタイミングで輸出をする。例えば「トント
ンボイス相撲」というゆるスポーツがある。
お馴染みのトントン相撲を、指ではなく声を
使って行う競技だ。ルールは簡単。大きな声
で「トン！トン！」と叫ぶだけ。あとは、そ
の声の大きさに応じてデジタル土俵が揺れて、
その上にいる紙力士たちが取り組みを始める。
身体がうまく動かなくても、多少なりとも声
が出せれば立派な力士として参加できる。な
おかつ、声を出すことで嚥下能力を鍛える効
果もある。楽しくスポーツをしていたら、結

果的にリハビリになっていた。という体験を
提供できるのだ。

　二つ目は、日本にはスポーツにも役立てる
ことができる技術が多くあるということ。「経
済複雑性指標」において、実は日本は長年世
界１位を獲得し続けている。これは、その国
が輸出する品目の多様性と複雑性に基づいて
国をランキングしたものだ。GDPや一人当た
りの生産性といった指標では年々ランキング
を落としている日本だが、実は「ものづくり
の底力」はまだまだあるという解釈ができる。
私たちがどんな突飛なスポーツアイデアを思
いついても、形にして、実装できなければ絵
にかいた餅でしかない。しかし、どんなアイ
デアであろうと、「それ、うちで形にできます」
という人や会社がいるのが日本の強みなのだ。
　「緩急走」という、座ったまま楽しめるゆる
スポーツがある。専用のイス、あるいはクッ
ションの上に座り、座ったまま走ったり、止
まったり、左右に傾いたり、指示に従って動
くことで、画面の中のバーチャルランナーが
動き出す仕組みだ。この競技では参加者がア
スリートならぬ「イスリート」と呼ばれる。

　このスポーツを実現しているのは、テイ・
エス テックという企業の独自の技術だ。車用
のシートを60年も開発してきている、「座る」
のプロとも言える企業だ。緩急走は、テイ・
エス テックが培ってきた知見や技術をフルに
生かし、最適なセンサーを取りつけ、果てや
最高の座り心地も実現している。日本だから
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こそ生まれたゆるスポーツ、と言っても大袈
裟ではない。
　超高齢社会という社会背景と、技術の超多
様性。この２点において、ゆるスポーツは世
界に対しても勝負できる。そんな想いをもと
に、少しずつ世界展開を始めている。2019年
９月にはヨーロッパの支部として「エストニ
アゆるスポーツ協会」を立ち上げた。エスト
ニアは人口が130万人強という比較的小さな国
でありながらも、世界有数のデジタル国家と
して注目を集めている。あらゆるシステムが
電子化・簡易化されていて、日本人が悩まさ
れている役所での手続きなどもスムースに行
うことができる。また、「e-residency制度」が
導入されており、外国人でもエストニアの電
子国民として電子登録できて、例えばエスト
ニアでの起業が容易になったりする。かくい
う私もエストニアの電子国民である。そんな

「国まるごとベンチャー」のようなエストニア
こそが、ゆるスポーツの世界拠点としてふさ
わしいのではという判断をし、支部立ち上げ
に至った。まずは定期的に地域住民を中心と
したゆるスポーツの体験会を行いながら、ゆ
くゆくはエストニアオリジナルのゆるスポー
ツも開発する予定だ。エストニアはサウナで
有名なので、サウナスポーツなんていいかも
しれない。

　その他タイやシンガポールで体験会も開催
し、どの場所でも大盛り上がりであった。今
は現在進行形で香港や韓国からも導入したい
という依頼がきている。スポーツが不得意な
スポーツ・マイノリティは世界中にいる。世
界ゆるスポーツ協会だからこそできるスポー
ツアクションをこれからも興していきたい。

ゆるスポーツクリエイターからのメッ
セージ
　私たちが伝えたいメッセージは幾つもある
が、一つあげるならば「ルールは変えられる」
ということ。目の前にあるスポーツのルール、
広く言えば社会のルールそのものだって、ま
だまだ未完成だ。それによって自分や大切な
人が居心地悪く感じているのであれば、思い
切ってルールの方を変えてみるのはどうだろ
う。福祉には「医学モデル」と「社会モデル」
という考え方がある。単純化して説明すると、
医学モデルは「障害は人に宿る」、社会モデル
は「障害は社会に宿る」という考え方だ。ス
ポーツが苦手なのは、私ではなく、スポーツ
の方に改善の余地がある、という発想は実は

「社会モデル」に基づいている。この視点の切
り替えが、ここまで紙幅を割いて説明してき
た活動につながっている。もしもあなたにも

「苦手」や「弱さ」があるならば、是非社会の
方を変えてみてはどうだろう？それは、自ら
の手でこの世界をアウェイからホームに変え
ていくことに他ならない。
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